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 日頃は，天神川駅（仮称）周辺整備事業に御理解・御協力をいただき，誠にありがとうご

ざいます。 

さて，本事業につきましては，昨年から，｢市民と行政とのパートナーシップによるまちづ

くり｣を進めるために，まちづくり検討会を設置し検討を重ねてきました。また，地元の皆様

方に対しては，事業説明会やパンフレットなどを通して説明を行ってきました。しかし，土

地区画整理事業では，「換地」，「減歩」などの日常生活にあまりなじみのない専門用語などが

出てきますので，とても難しい事業だと思われているのではないでしょうか。京都市では，

本事業を進めるにあたり，これらひとつひとつの意味を正確に伝え，事業に対する皆様の御

理解を深めていきたいと考えております。 

 そこで，施行者（京都市）として地元の皆様方に対して，土地区画整理事業や市街地再開

発事業のしくみや流れなどの情報をわかりやすく提供していくために，この天神川駅（仮称）

周辺整備事業ニュース『うずまさ』を発行することになりました（『まちづくりニュース』は

まちづくり検討会が発行しているものです）。今後，事業の進捗に合わせて随時発行していき

ますので，ぜひとも御一読ください。 

 また，今回のニュースはタイトルを『うずまさ』として発行しましたが，もし他に良いタ

イトルがありましたら，拠点整備課へ御提案ください。 

 

 

 

 去る５月２４日から６月６日までの２週間にわたり，太秦東部地区土地区画整理事業の事

業計画案の縦覧を行ったところ，数通の意見書が提出されました。この意見書のうち１通は

取り下げられましたが，残った意見書につきましては，７月２４日に開催された第１１４回

京都府都市計画審議会へ付議し，審議の結果，不採択になりました。（地区内の権利者及び住

民の方からの意見書提出はありませんでした。） 

 施行者（京都市）といたしましては，この審議会の結果を受けて，土地区画整理法に基づ

き，国土交通大臣に事業計画の認可の申請を行いました。事業計画の決定は８月下旬を予定

していますが，決定の公告後は，審議会委員の選挙や評価員の選定，皆様方の換地先や換地

地積を決定する換地計画などの作業を順次進めていきたいと考えています。 

 今後とも，皆様の御理解・御協力をいただきますよう，よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

天神川駅（仮称）周辺整備事業ニュース発行!!

現在の進捗状況及び今後の予定
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土地区画整理事業の流れを裏面に記

載しましたので，ぜひ御覧ください。
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           さらに続く 

 

 

※上記の流れを今年度中に行う予定です。 

所有権以外の未登記

権 利 等 の 申 告

事 業 計 画 の 決 定
平成１４年８月下旬

に 決 定 の 公 告 予 定 

申告書が受理されると区画整理事業においては登記

がある権利と同じ扱いになります。 

事業の設計の概要・資金計画などについて，国土交

通大臣の認可を経て事業計画を決定します。

測量・調査の実施
平成１４年５月から建

物調査，測量を実施 

地区内の現況等の測量，建物調査等を実施中。測量

は隣接者の立会いによって確認します。 

施 行 規 程 の 決 定
施行規程は平成１４年

３月に市会で可決 

土地区画整理審議会とその委員に関する事項，地積の決定

の方法に関する事項等について条例で定めました。 

道路，広場等の決定
平成１４年5月１０日

に都市計画決定の告示 

駅前広場を含む道路の規模や位置，市街地再開発事業

の決定，用途地域等の変更などを決定しました。

土地区画整理事業の流れ

事 業 計 画 の 縦 覧
平成１４年５月２４日

から６月６日の間縦覧 

事業の設計の概要・資金計画などについて，縦覧を行

い，利害関係者から意見書の提出がありました。

移転先の建物工事等

仮 換 地 の 指 定

換 地 計 画

従前の宅地の地積の決定

評 価 員 の 選 定

審議会委員の選挙

委員の定数 １０名 

８名:権利者から選出 

２名:学識経験委員 

定数    ３名 

計画案を２週間縦覧 

仮換地先に権利者の皆様が建物などを建てます。併

せて道路工事と水道などの供給管工事を行います。

移転や工事の必要から審議会の意見を聞き，換地の

予定地である仮換地を順次指定します。 

事業計画及び個々の宅地の現況に基づき，整理後の個々

の宅地（換地）の位置，面積などを計画します。 

換地計画において換地を定めるために必要な従前の

宅地の各筆の地積（基準地積）を決定します。

土地・建物の評価のための評価員を審議会の同意を

得て選定します。

審議会は，権利者の意見反映のための機関として事

業施行の重要な事項について審議します。

申 出 換 地
事業計画決定の公告後

６０日以内に行う 

申出換地により，区画整理地区，再開発地区，地区

外転出の３つから移転先を選択できます。

権利者から意見書の提

出が可能 

次号の予定 

 未登記権利の申告方法などについて

お知らせします。 
：現在の進捗段階


